






























agement System）に取り入れられた階層型モデルやCODASYL （コ夕、シル，Conference on 
Data Systems Languages ：デー タシステム言語協議会。 COBOL言語の制定で有名）のデータ





































ある点数を取り，合格し，入学した。」と単純化する。また，例となるH大学では， A, B, 










































入試制度 ｜学部CDI受験番号 ｜氏名 高校CDI得点 ｜合否col調査書 ｜入学CD
192 村松： リレーショナル型データモデルに対する一考察





































入試制度 学部CD 受験番号 氏名 高校CD 得点 合否CD 調査書 入学CD 
A 02 12101 山田太郎 2405 202 02 3.4 99 
B 02 22101 山下次郎 1441 321 01 4.1 02 
B 03 23101 山沖三郎 1233 331 01 3.8 02 
c 01 31101 山本四郎 1441 291 01 4.1 01 
直三副 ~ 匝詞 ~ 
入試制度 制度名 学部コー ド 学部名 合否CD l合否名 入学CD 入学名
A l期試験 01 E 01 1合格 01 入学
B 2期試験 02 F 02 ｜不合格 02 辞退
c 社会人 03 G 99 不合格
直亙
高校CD 高校名 国別 府県CD 設置CD 
1233 ＊＊＊牢 01 01 01 
1441 ＊＊＊＊ 01 01 02 
2405 ＊＊＊牢 01 02 01 
仁E 層面割 空E
府県CD 府県名 設置CDi設置名
01 北海道 01 ｜公立




























このケースをみるために，図3 2の 「和演算結果」表を利用し，「和演算結果」表と 「志




A 12001 A 
B 21001 B 
B 21002 c 
図3ー 3 交わり演算結果表
（志願者表n市IJ度表）









































図3-5 選択演算結果表 図3-6 射影演算結果表 図3-7 結合演算結果表
入試制度受験番号 受験番号 入試制度 受験番号 制度名
B 21001 12001 A 12001 I期試験











3001 であり， A 2の商品番号＝ 100, 2001 であるから，「顧客A」に現れる全ての共通カ
ラムに関して「商品顧客」に現れる商品番号は，商品番号＝ 100, 2001となる （図 3-9）。







100 A 1 
100 A2 
200 B 1 
200 A 1 
200 A2 




A 1 I 山田
A 2 I 山下
番 号｜顧客名






















































入試制度 学部CD 受験番号 氏 名 高校CD 得点 合否CD 調査書 入学CD 備考1 備考2
A 02 12101 山田太郎 2405 202 02 3.4 99 
B 02 22101 山下次郎 1441 321 01 4.1 02 学部03
B 03 23101 山沖三郎 1233 331 01 3.8 02 学部02 旧姓星
c 01 31101 山本四郎 1441 291 01 4.1 01 
図4-2 履歴表作成の例
画司
入試制度 学部CD 受験番号 氏 名 高校CD 得点 合否CD 調査書 入学CD
A 02 12101 山田太郎 2405 202 02 3.4 99 
B 02 22101 山下次郎 1441 321 01 4.1 02 
B 03 23101 山沖三郎 1233 331 01 3.8 02 
c 01 31101 山本四郎 1441 291 01 4.1 01 
唾聖司 望函
受験番号｜変更日時｜変更 前 受験番号｜変更日時｜ 変更前
22101 1/30 ｜学部CD 03 23101 1129 I氏名 星三郎


















311 01 I 3.8 I 02 
1;29 I 星三郎





















* 1 ネットワーク型モデルの前身としては，ジェネラル ・エレクトリック社のBachmanが開発し
たIDS (Integrated Data Store ;1963年）がある。ここでのデータモデルがCODASYLのDBTG
のもとで発展した。
* 2 論文は1969年8月，！MBResearch Report RJ599「Derivability,Redundancy and Consistency of 
Relations Stored in Large Data Banks」であり，翌年には「ARelational Model of Data for Large 
Shared Data Banks」を出している。最初は DataBanksといっていた（’74頃には DataBaseとなっ
ている）。
* 3 北海道女子短期大学の入試事務室では， 数年前からパソコンを利用して入試に関するデ ター
ベー スを構築している。筆者もそれに関わっている。
* 4 このようなデータベースシステムにおける 3層のスキー マ構成は， ANSI (American National 
Standards Institute・米国国家規格委員会）でもデータペースシステムの標準となっており，高
く評価されている。
* 5 集合における直積演算では上述したように元の順序が重要となるが，多くの DBMSではその
順序を問題にしていない。
* 6 ユーザの操作にはVIEWという概念があり，これも表と表を共通カラムによって結合し， 仮
想的に新しい表として見る事ができるような機能がある。
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